
第１回：水田での

子実トウモロ
コシ生産
に関する検討会

シ
リ
ー
ズ

水田農業イノベーション

子実トウモロコシは、2014 年度の作付面積が全国で 100ha 以上に広がった。昨年、府県では初めての試験栽培が
岩手県花巻市の盛川農場と秋田県大潟村の㈲正八で行なわれた。70a での試験的生産に取り組んだ㈲盛川農場では、
同じ岩手県花巻市内の養豚家、高源精麦㈱の高橋誠氏との出会いにより、地域内循環が実現した。今回の研究会では、
盛川氏の事例と各関係者の知見を受け、経営と技術における将来の可能性と課題について情報共有をした。
� （取材・まとめ　平井ゆか）
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川
農
場
の
機
械
倉
庫
内
で
、
各
機
械
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
実
機
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。

会
場
を
市
内
の
ホ
テ
ル
に
移
し
て
の
講

演
・
検
討
会
で
は
、
は
じ
め
に
本
誌
編
集

長
の
昆
吉
則
氏
が
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
国
内
生
産
の
産
業
的
意
義
と
し
て
の
国

内
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
市
場
性
と
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
生
産
に
お
け
る
投
下
労
働
と
投

下
資
本
に
対
す
る
収
益
性
な
ど
経
営
上
の

意
義
を
説
明
し
た
。

盛
川
農
場
の
盛
川
氏
よ
り
、
実
体
験
に

基
づ
く
経
営
上
の
利
点
と
課
題
、お
よ
び
、

地
域
内
の
養
豚
家
と
の
取
引
の
経
緯
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
盛
川
氏

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
受
け
入
れ
側
で
あ
る

畜
産
家
の
高
源
精
麦
の
高
橋
誠
氏
よ
り
、

輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
価
格
変
動
、
堆
肥

の
受
け
入
れ
先
の
問
題
の
解
決
策
と
し

て
、
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
の
期
待
が
語

ら
れ
た
。
パ
イ
オ
ニ
ア
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ジ

ャ
パ
ン
の
白
戸
洋
一
氏
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
生
産
の
た
め
の
施
肥
か
ら
収
穫
、
商
品

化
ま
で
の
一
連
の
作
業
に
つ
い
て
説
明
し

た
後
、
東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
大
谷

隆
二
氏
は
プ
ラ
ウ
耕
鎮
圧
乾
田
直
播
お
よ

び
乾
田
直
播
に
よ
る
輪
作
の
機
械
・
技
術

体
系
の
解
説
を
し
た
。

検
討
会
で
は
、
質
疑
応
答
の
ほ
か
、
参

加
者
自
ら
が
考
え
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

の
方
法
の
情
報
が
交
わ
さ
れ
、
経
営
面
、

技
術
面
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

㈱
農
業
技
術
通
信
社
は
５
月
22
日
、
岩

手
県
花
巻
市
で
水
田
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は
、
水
田

で
の
飼
料
用
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
、
試
験
的
に
子
実
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
生
産
し
た
㈲
盛
川
農
場

（
岩
手
県
・
花
巻
市
）
で
の
作
業
体
系
の

見
学
会
の
後
、
同
市
内
の
ホ
テ
ル
で
畜
産

会
社
、
種
苗
会
社
、
乾
田
直
播
の
研
究
者

を
講
師
に
迎
え
た
講
演
会
お
よ
び
検
討
会

を
行
な
っ
た
。
当
日
は
、全
国
か
ら
耕
種
・

畜
産
農
家
の
ほ
か
、
機
械
メ
ー
カ
ー
、
種

苗
メ
ー
カ
ー
、
流
通
関
連
企
業
、
行
政
な

ど
総
勢
80
名
余
り
が
集
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
活
発
に
情
報
や
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
市
場
性
と

経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
、
課
題
が
具
体
的
に

示
さ
れ
た
。

水
田
で
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の

鍵
と
な
る
の
は
、
水
稲
の
乾
田
直
播
、
そ

し
て
、
大
豆
や
麦
な
ど
と
の
輪
作
を
想
定

し
た
畑
作
作
業
機
体
系
と
い
え
る
。
そ
こ

で
今
回
の
研
究
会
は
、
播
種
前
作
業
か
ら

真
空
播
種
機
に
よ
る
播
種
や
収
穫
ま
で
の

一
連
の
技
術
・
機
械
体
系
に
関
す
る
情
報

共
有
を
主
軸
に
展
開
さ
れ
た
。

見
学
会
で
は
、
は
じ
め
に
盛
川
農
場
の

盛
川
周
祐
氏
が
昨
年
実
施
し
た
播
種
前
作

業
か
ら
播
種
、
収
穫
、
商
品
化
ま
で
の
実

作
業
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
前
日
の
雨
の

影
響
で
、
当
初
予
定
し
て
い
た
播
種
床
造

成
と
播
種
の
実
演
は
中
止
さ
れ
た
が
、
盛
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ン
グ
と
ス
パ
イ
ラ
ル
ロ
ー
ラ
ー
を
、
後
ろ

に
サ
ブ
ソ
イ
ラ
と
バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
を

そ
れ
ぞ
れ
装
着
し
た
実
機
を
紹
介
し
た
。

こ
の
機
械
体
系
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の
前
方

で
整
地
、
鎮
圧
を
行
な
い
、
後
方
の
サ
ブ

ソ
イ
ラ
で
心
土
破
砕
、
縦
軸
で
爪
が
回
転

す
る
バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
で
砕
土
・
整
地

す
る
。
前
後
の
複
合
作
業
に
よ
り
播
種
床

造
成
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
一
回
の
工
程

で
行
な
う
体
系
を
推
奨
す
る
の
は
、
水
田

の
よ
う
な
作
土
層
が
浅
い
圃
場
に
ト
ラ
ク

タ
ー
の
踏
圧
が
与
え
る
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。

近
年
、
水
田
で
も
ト
ラ
ク
タ
ー
の
大
型

化
が
進
み
、
踏
圧
の
軽
減
が
不
可
欠
に
な

っ
て
い
る
。
水
田
で
確
保
で
き
る
作
土
層

は
平
均
で
畑
地
の
半
分
～
３
分
の
２
程

度
、
20
～
25
㎝
の
作
土
層
で
あ
る
。
そ
こ

に
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が
繰
り
返
し
に
入
れ

ば
、
圃
場
に
か
か
る
負
荷
は
大
き
い
。
特

に
、
４
輪
駆
動
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
踏
圧
が

か
か
る
の
は
前
輪
で
、
フ
ロ
ン
ト
ウ
エ
イ

ト
を
装
着
し
て
い
れ
ば
、
さ
ら
に
前
輪
の

踏
圧
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
フ
ロ
ン
ト
ウ
エ
イ
ト
の
代
わ

り
に
作
業
機
を
装
着
す
る
と
、
前
後
の
作

業
機
が
稼
働
し
て
い
る
間
は
ト
ラ
ク
タ
ー

の
車
体
が
持
ち
上
が
る
た
め
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
踏
圧
は
軽
減
す
る
。
同
時
に
、
一
回

の
工
程
で
作
業
を
済
ま
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
が
圃
場
に
入
る
回
数
が

減
り
、
作
業
時
間
も
短
縮
さ
れ
る
。

入
し
て
い
る
ゴ
ミ
は
風
選
を
か
け
て
飛
ば

す
だ
け
で
商
品
化
で
き
る
。

二
つ
目
は
、
雑
草
の
防
除
に
手
間
が
か

か
ら
な
い
点
で
あ
る
。大
豆
と
比
べ
、ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
は
初
期
の
生
育
が
早
い
た
め
。

昨
年
は
土
壌
処
理
と
茎
葉
処
理
を
行
な
っ

た
が
、土
壌
処
理
だ
け
で
も
可
能
だ
ろ
う
。

茎
葉
処
理
ま
で
施
し
た
の
は
、
収
穫
後
の

次
作
の
大
豆
、
ま
た
は
小
麦
の
作
付
け
時

の
作
業
軽
減
を
考
え
て
の
こ
と
だ
。

三
つ
目
は
、
複
数
の
作
物
を
生
産
す
る

こ
と
に
よ
る
年
間
の
労
働
時
間
の
分
散

と
、
天
候
に
よ
る
リ
ス
ク
分
散
で
あ
る
。

通
年
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
つ
か
う
作
物
を
つ

く
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
を
含
め
た
労
働

力
の
分
散
が
可
能
で
あ
る
。

課
題
は
収
穫
機
で
あ
る
。
盛
川
氏
は
、

昨
年
購
入
し
た
小
麦
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
で

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
収
穫
し
た
が
、
現
在
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
対
応
す
る
国
産
の
コ
ン

バ
イ
ン
は
な
い
。
盛
川
氏
は
、
国
内
の
機

械
メ
ー
カ
ー
が
そ
れ
に
取
り
組
め
ば
、
誰

で
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
始
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
感
を
示
し
た
。

ス
ガ
ノ
農
機
㈱
が
見
学
会
で
提
案
し
た

の
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
前
後
に
作
業
機
を

装
着
し
た
機
械
体
系
で
あ
る
。
そ
の
一
例

と
し
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
前
方
に
ス
プ
リ

最
も
異
な
る
の
は
、
肥
料
が
大
量
に
必
要

な
こ
と
で
あ
る
。
30
ａ
で
30
ｔ
、
２
・
７

ha
で
約
10
ｔ
と
い
う
大
量
の
堆
肥
を
入
れ

る
た
め
、
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
で
堆
肥
を

広
げ
て
か
ら
混
和
・
砕
土
・
整
地
す
る
。

作
業
時
間
の
短
縮
を
目
指
し
た
結
果
、１
・

２
ha
の
圃
場
を
４
・
５
ｍ
幅
の
ロ
ー
ラ
ー

で
20
分
間
ず
つ
３
回
、
つ
ま
り
約
１
時
間

か
け
て
整
地
し
、
播
種
し
て
い
る
。

な
お
、
コ
メ
や
大
豆
、
麦
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
作
付
け
圃
場
に
つ
い
て
も
、
汎
用
性

が
あ
る
機
械
を
選
び
、
か
つ
、
作
業
時
間

を
短
縮
す
る
た
め
高
速
で
幅
広
の
作
業
機

を
用
い
て
い
る
と
い
う
。
石
が
多
い
土
地

柄
の
た
め
、
爪
の
摩
耗
や
石
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
を
起
こ
し
や
す
い
ロ
ー
タ
リ
ー
や
バ

ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
な
ど
の
代
わ
り
に
、
け

ん
引
式
の
作
業
機
に
注
目
し
て
き
た
。
さ

ら
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
前
に
パ
ッ
カ
ー
ロ

ー
ラ
ー
を
装
着
し
て
、
後
ろ
に
デ
ィ
ス
ク

ハ
ロ
ー
を
つ
け
た
複
合
作
業
体
系
の
導
入

に
至
っ
て
い
る
。

「
極
端
に
言
え
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
播

い
て
刈
り
取
る
だ
け
。
機
械
が
あ
れ
ば
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
生
産
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
次
の
３
点
で
あ
る
。

一
つ
は
、乾
燥
機
の
汎
用
利
用
で
あ
る
。

水
分
量
25
％
で
刈
り
、
乾
燥
機
で
一
晩
か

け
て
15
％
に
落
と
す
。
乾
燥
機
は
コ
メ
や

麦
用
の
も
の
を
使
う
。
た
だ
し
付
属
の
水

分
計
は
使
わ
ず
自
分
で
測
っ
て
い
る
。
混

昨
年
、
70
ａ
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

試
験
的
に
生
産
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
機

械
作
業
体
系
が
水
稲
の
乾
田
直
播
や
大
豆

に
近
い
こ
と
、
堆
肥
を
大
量
に
施
用
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
、
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

同
農
場
で
は
、
従
来
、
コ
メ
、
大
豆
、

小
麦
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
播
種
床
造
成
か
ら
播
種
に
あ
た

り
、
機
械
体
系
は
大
豆
と
小
麦
用
に
保
有

し
て
い
る
機
械
を
用
い
て
、
技
術
体
系
は

大
豆
と
同
様
に
行
な
い
、
播
種
密
度
と
除

草
剤
に
つ
い
て
は
種
苗
会
社
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
と
い
う
。
収
穫
は
、
小
麦
用

に
購
入
し
た
コ
ン
バ
イ
ン
を
用
い
た
。

乾
田
直
播
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
体
系
は

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
12�

ha
の
稲
作
に
は

乾
田
直
播
の
技
術
体
系
を
導
入
し
て
い

る
。
ス
タ
ブ
ル
カ
ル
チ
で
耕
作
し
、
レ
ー

ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
を
か
け
て
グ
レ
ン
ド
リ
ル

で
播
種
す
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
と
の

違
い
は
、
乾
田
直
播
で
は
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ

ラ
ー
で
均
平
作
業
を
行
な
う
点
と
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
播
種
に
は
真
空
播
種
機
を
用

い
る
点
で
あ
る
。

一
方
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
他
の
作
物
と

見 

学 

会

盛
川
農
場
の
機
械
作
業
体
系

�

（
㈲
盛
川
農
場�

代
表
　
盛
川
周
祐
氏
）

フ
ロ
ン
ト
作
業
機
の
利
用
で

播
種
床
造
成
ま
で
を
一
工
程
で

��������
（
ス
ガ
ノ
農
機
㈱
　
齋
藤
保
氏
）
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日
本
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
㈱
の
藤
本
有
樹
氏

は
次
の
よ
う
に
説
明
を
加
え
た
。「
小
麦

用
の
ヘ
ッ
ダ
ー
を
ア
レ
ン
ジ
す
れ
ば
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
も
収
穫
で
き
る
。
今
後
、
面

積
が
増
え
て
い
け
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
用

の
ヘ
ッ
ダ
ー
も
提
案
し
て
い
き
た
い
」。

経
営
の
観
点
か
ら
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、

昨
年
の
試
験
的
な
取
り
組
み
を
次
の
よ
う

に
総
括
し
た
。

ま
ず
、
作
業
時
間
は
自
身
の
記
録
に
よ

る
と
、
圃
場
内
で
は
１
・
１
時
間
／
10
ａ
、

機
械
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
調
整
、
移
動
な

ど
の
そ
の
他
の
作
業
を
含
め
る
と
３
時
間

弱
／
10
ａ
だ
っ
た
。小
麦
や
大
豆
に
比
べ
、

防
除
の
回
数
が
少
な
く
済
ん
だ
と
い
う
。

収
穫
に
は
、
適
当
な
コ
ン
バ
イ
ン
が
見
つ

か
ら
ず
、
試
行
錯
誤
の
上
で
、
最
終
的
に

小
麦
用
の
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
バ
イ

ン
を
使
う
こ
と
に
し
た
そ
う
だ
。

商
品
の
販
売
先
は
、
収
穫
を
終
え
て
も

未
定
だ
っ
た
が
、
幸
い
、
地
元
の
養
豚
家

で
あ
る
高
源
精
麦
の
高
橋
誠
氏
を
友
人
に

紹
介
さ
れ
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地

元
で
販
売
先
を
見
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
大

き
か
っ
た
。
も
し
、
遠
方
に
販
売
す
る
こ

方
向
で
作
業
す
る
よ
う
整
備
さ
れ
た
区
画

で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
水
田
で
硬
盤
を
す

べ
て
破
砕
し
た
無
耕
盤
圃
場
を
つ
く
る
こ

と
で
、
透
・
排
水
性
と
保
水
性
の
良
い
圃

場
に
改
善
で
き
る
た
め
だ
。

水
田
を
利
用
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
つ

く
る
場
合
も
、
こ
の
透
・
排
水
性
と
保
水

性
、
か
つ
、
保
肥
力
の
あ
る
土
壌
構
造
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
従
来
の
細
か
く

柔
ら
か
い
水
田
土
壌
か
ら
脱
し
て
、
深
く

粗
く
砕
土
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
が
沈
ま
ず
高

速
で
作
業
で
き
る
よ
う
鎮
圧
さ
れ
た
播
種

床
を
造
成
す
る
の
は
、
コ
メ
、
麦
、
大
豆
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
共
通
の
作
業
体
系
で

あ
る
。
播
種
床
造
成
ま
で
を
同
じ
体
系
に

す
る
こ
と
で
、
区
割
り
や
天
気
に
応
じ
て

作
物
を
配
置
す
る
と
い
う
考
え
方
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
作
業
効
率

で
言
え
ば
、
複
数
の
作
業
を
一
工
程
で
行

な
う
か
、
作
業
機
の
幅
を
広
げ
て
１
ha
の

播
種
床
造
成
を
１
時
間
以
内
で
で
き
る
こ

と
が
目
安
だ
と
付
け
加
え
た
。

水
田
を
畑
作
と
し
て
利
用
し
、
複
数
の

作
物
と
の
輪
作
を
念
頭
に
お
い
て
機
械
体

系
を
組
む
場
合
、
播
種
機
に
も
汎
用
性
が

求
め
ら
れ
る
。
国
際
農
機
㈱
の
石
嶋
信
彦

氏
が
紹
介
し
た
の
は
、
こ
の
汎
用
性
を
持

つ
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ノ
セ
ム
と
い
う
メ
ー
カ

ー
の
真
空
播
種
機
で
あ
る
。

真
空
播
種
機
は
、
真
空
状
態
で
種
子
を

播
種
板
に
吸
い
付
け
る
仕
組
み
を
利
用
し

て
い
る
。
円
形
を
し
た
播
種
板
に
は
、
種

子
の
サ
イ
ズ
に
合
っ
た
穴
が
並
ん
で
い

る
。
モ
ー
タ
ー
の
回
転
で
真
空
状
態
が
作

ら
れ
、
播
種
板
内
部
の
ホ
ー
ス
で
種
子
を

１
粒
ず
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
穴
に
吸
い
付
け

て
、
播
種
板
の
回
転
と
と
も
に
播
種
床
に

確
実
に
落
と
し
て
い
く
。
播
種
板
を
替
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
菜
種
か
ら
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
大
豆
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ズ
の

種
子
に
対
応
で
き
る
。
実
演
機
は
４
条
対

応
で
、容
量
50
ℓ
の
種
子
タ
ン
ク
が
４
つ
、

容
量
１
７
５
ℓ
の
施
肥
タ
ン
ク
が
２
つ
搭

載
さ
れ
て
い
た
。
作
業
能
率
の
目
安
は
約

１
ha
／
時
間
と
い
う
。

ま
た
、
盛
川
氏
が
昨
年
、
小
麦
の
収
穫

用
に
購
入
し
た
コ
ン
バ
イ
ン
に
つ
い
て
、

見
学
会
で
は
、
も
う
一
つ
の
複
合
作
業

体
系
も
紹
介
さ
れ
た
。
バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ

ー
の
後
ろ
に
グ
レ
ン
ド
リ
ル
、
ま
た
は
真

空
播
種
機
を
装
着
し
て
、
播
種
床
の
造
成

か
ら
播
種
ま
で
の
一
連
の
工
程
を
一
回
の

作
業
で
行
な
う
方
法
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
サ
ブ
ソ
イ
ラ
に
よ
る
排
水
対

策
が
土
地
利
用
型
の
機
械
体
系
と
し
て
見

直
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
圃
場
に
よ

っ
て
作
業
深
さ
を
変
え
た
り
、
段
違
い
に

設
定
し
た
り
で
き
る
コ
ン
ビ
ソ
イ
ラ
が
紹

介
さ
れ
た
。
タ
イ
ヤ
跡
は
最
大
70
㎝
、
ト

ラ
ク
タ
ー
の
「
腹
」
の
下
は
40
㎝
と
い
っ

た
深
さ
の
異
な
る
心
土
破
砕
が
で
き
る
。

今
回
紹
介
し
た
サ
ブ
ソ
イ
ラ
と
鎮
圧
ロ

ー
ラ
ー
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
作
業
体
系

が
有
効
な
の
は
、
暗
渠
に
対
し
て
90
度
の

1コンバインの前で説明をする盛川周祐氏。昨年、コンバインの購入により格納庫を
新設した　2昨年収穫した子実トウモロコシを参加者一同が見る機会を得た　3ス
プリングとスパイラルローラー（いずれもスガノ農機㈱）をフロント作業機として装
着した JD6430　4作業深さを油圧で調整できるコンビソイラとバーチカルハローに
よる複合作業体系（いずれもスガノ農機㈱）　5モノセムの真空播種機（国際農機㈱）。
盛川農場では同型の播種機を大豆と水稲の乾田直播に使用している　6見学会の様
子。参加者らは熱心に展示機に見入っていた

12

34

56

講
演
・
検
討
会

汎
用
型
の
播
種
機
と
コ
ン
バ
イ
ン

地
域
内
の
養
豚
家
と
の
協
力

�

（
㈲
盛
川
農
場�

代
表
　
盛
川
周
祐
氏
）
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と
に
な
れ
ば
、輸
送
費
に
よ
る
コ
ス
ト
増
、

保
管
、
納
入
の
時
期
や
方
法
な
ど
、
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
増
え
る
か

ら
だ
。
ま
た
、
養
豚
場
か
ら
は
大
量
の
堆

肥
を
提
供
し
て
も
ら
う
と
い
う
、
両
者
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
地
域
内
循
環
が

成
り
立
つ
可
能
性
も
見
え
て
き
た
。

高
源
精
麦
㈱
は
、
非
Ｇ
Ｍ
Ｏ
（
遺
伝
子

組
み
換
え
で
な
い
）
の
穀
物
飼
料
を
与
え

た
銘
柄
豚
「
白
金
豚
」
の
養
豚
、
精
肉
・

加
工
品
の
販
売
を
し
て
い
る
。
耕
種
農
家

で
あ
る
盛
川
氏
と
取
り
引
き
す
る
メ
リ
ッ

ト
と
そ
の
背
景
を
説
明
し
た
。

現
在
、
畜
産
業
界
が
抱
え
て
い
る
問
題

の
一
つ
に
、
飼
料
の
価
格
変
動
が
あ
る
。

配
合
飼
料
の
70
％
近
く
は
輸
入
し
た
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
系
の
穀
物
で
あ
る
た
め
、
飼
料

価
格
は
為
替
や
国
際
情
勢
に
左
右
さ
れ
て

し
ま
う
。
現
在
、
輸
送
費
を
含
め
４
～
５

万
円
／
ｔ
で
推
移
し
て
い
る
が
、
６
～
７

万
円
／
ｔ
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
飼
料

米
も
使
い
始
め
た
が
、
豚
肉
の
品
質
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
配
合
率
を
数
％
に
と
ど

め
て
い
る
と
い
う
。
同
社
で
は
月
間
で
３

０
０
ｔ
も
の
飼
料
を
使
っ
て
い
る
。
国
内

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需
要
は
無
限
大
で
あ

る
と
見
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
堆
肥
を
受
け
入

れ
る
農
家
が
年
々
減
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
盛
川
氏
は
意
思
疎
通
で
き
る
国
内
の

生
産
者
で
あ
り
、
堆
肥
を
大
量
に
受
け
入

れ
て
く
れ
る
た
め
、
高
橋
氏
は
「
あ
り
が

た
い
」
と
い
う
。
ま
た
、
地
域
内
の
連
携

と
い
う
物
語
は
、
商
品
の
付
加
価
値
に
な

る
と
も
考
え
て
い
る
。

盛
川
氏
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
に
も
携

わ
っ
て
き
た
白
戸
氏
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

生
産
の
た
め
の
施
肥
か
ら
収
穫
、
商
品
化

ま
で
の
一
連
の
作
業
を
説
明
し
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
労
働
生
産
性
と
土

地
生
産
性
が
非
常
に
高
い
作
物
で
、
生
産

に
当
た
っ
て
最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、
大

量
の
堆
肥
が
必
要
な
点
で
あ
る
。
試
算
で

は
５
ｔ
／
10
ａ
、
水
溶
性
の
リ
ン
酸
が
高

い
化
学
肥
料
で
あ
れ
ば
60
㎏
／
10
ａ
以
上

が
必
要
に
な
る
。ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
場
合
、

窒
素
過
多
で
も
硝
酸
態
の
問
題
が
起
き
る

心
配
が
な
い
の
で
、
生
堆
肥
で
も
、
ま
ず

は
量
の
確
保
が
先
決
で
あ
る
。

栽
植
密
度
が
６
５
０
０
～
７
０
０
０
本

／
10
ａ
に
な
る
よ
う
に
、条
間
70
～
80
㎝
、

株
間
18
～
22
㎝
で
播
種
す
る
。
う
ね
を
踏

ま
な
い
よ
う
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て

畝
幅
は
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
播
種
深
さ

は
３
～
５
㎝
を
推
奨
す
る
が
、
遅
霜
が
心

配
さ
れ
る
場
合
は
深
め
の
５
㎝
に
し
て
お

け
ば
、
芽
が
出
て
か
ら
霜
に
当
た
り
枯
れ

て
し
ま
っ
て
も
、
成
長
点
さ
え
生
き
て
い

れ
ば
再
生
す
る
と
い
う
。
播
種
時
期
は
、

地
温
10
℃
以
上
で
、
目
安
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
が
開
花
す
る
頃
で
、九
州
は
３
月
中
旬
、

東
北
は
５
月
下
旬
に
な
る
。

除
草
は
、
播
種
後
に
土
壌
処
理
剤
を
散

布
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
７
葉
期
ま
で
に

生
育
処
理
剤
の
散
布
を
奨
め
る
が
、
盛
川

氏
の
よ
う
に
必
要
が
な
い
場
合
も
あ
る
。

収
穫
は
、
子
実
の
完
熟
期
に
行
な
う
。

子
実
は
、
水
熟
期
→
乳
熟
期
→
糊
熟
期
→

黄
熟
期
→
完
熟
期
と
推
移
す
る
。
乳
熟
期

は
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
と
し
て
食
べ
る
時

期
で
、
糊
熟
期
、
黄
熟
期
と
進
む
に
つ
れ
、

で
ん
粉
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
。
目
安
は
、

雄
花
が
咲
い
て
か
ら
完
熟
ま
で
50
～
60
日

以
上
で
あ
る
。
な
お
、
盛
川
氏
は
昨
年
、

10
月
15
日
に
収
穫
し
た
。
収
穫
機
は
、
専

用
の
コ
ン
バ
イ
ン
も
あ
る
が
、
汎
用
コ
ン

バ
イ
ン
で
も
可
能
で
あ
る
。
日
本
の
農
道

の
幅
に
合
わ
せ
た
小
型
の
汎
用
コ
ン
バ
イ

ン
の
開
発
に
期
待
し
て
い
る
と
い
う
。
乾

燥
は
、
１
晩
、
乾
燥
機
に
か
け
て
水
分
を

14
～
15
％
に
下
げ
る
。

水
田
で
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産

の
注
意
点
と
し
て
、
排
水
対
策
を
呼
び
か

け
た
。ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
イ
ネ
科
で
あ
り
、

湿
害
に
強
く
は
な
い
。
畑
周
囲
の
明
渠
や

暗
渠
の
整
備
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
乾
田
へ
の
転
換
が
ト
ウ

「大豆とトウモロコシは作業体系が
あまり変わらない」と話す盛川周祐
氏（㈲盛川農場）

「乾田への転換が水田でのトウモロ
コシ栽培には最も有効」と述べた白
戸洋一氏（パイオニアハイブレッド
ジャパン㈱）

「意思疎通できる国産トウモロコシ
の生産者に出会えた」という高橋誠
氏（㈱高源精麦）

国内でのトウモロコシ生産の産業的
意義、経営的意義を説明する昆吉則
氏（本誌編集長）

畜
産
業
の
飼
料
価
格
の
高
騰
と

堆
肥
問
題
の
解
決
に
期
待

（
高
源
精
麦
㈱�

代
表
取
締
役
社
長

高
橋
誠
氏
）

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
特
長
と
栽
培
方
法

（
パ
イ
オ
ニ
ア
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ジ
ャ
パ
ン
㈱

白
戸
洋
一
氏
）
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い
く
予
定
だ
。
現
在
、
拡
大
し
た
大
区
画

圃
場
で
、
水
稲
の
乾
田
直
播
、
小
麦
、
大

豆
の
２
年
３
作
の
試
験
を
行
な
っ
て
い

る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
水
稲
後
、
小
麦
を
始

め
る
前
の
排
水
対
策
で
あ
る
。
こ
の
２
年

３
作
の
輪
作
体
系
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に

も
応
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

今
年
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
面

積
は
、
１
５
０
ha
と
な
っ
た
。
水
田
経
営

の
規
模
拡
大
化
を
進
め
て
い
く
中
で
、
水

稲
、
大
豆
、
麦
と
合
わ
せ
た
輪
作
を
組
め

ば
、
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
。

収
益
性
で
考
え
る
と
、
投
下
資
本
、
投
下

労
働
力
で
考
え
た
場
合
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
有
効
で
、
な
か
に
は
、
交
付
金
が
受
け

ら
れ
る
水
田
で
の
転
作
に
限
ら
ず
、
畑
に

作
付
け
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
検
討
会
で

は
、
参
加
者
た
ち
か
ら
現
状
の
情
報
や
課

題
、
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
へ
の
要
望
が
挙

げ
ら
れ
た
。

経
営
的
な
課
題
と
し
て
は
、
生
産
コ
ス

ト
を
い
か
に
下
げ
る
か
、
売
り
先
を
ど
う

探
す
か
、
流
通
を
ど
う
す
る
か
、
量
が
増

え
た
場
合
の
粉
砕
機
の
導
入
は
必
要
か
と

い
っ
た
課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
飼

料
米
の
よ
う
な
支
援
が
ほ
し
い
と
の
声
も

出
た
。
取
引
先
と
の
話
し
合
い
に
つ
い
て

は
、
養
豚
家
の
高
橋
氏
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
っ
た
。
コ
ス
ト
や
手
間
の
話
で
は
な

く
、
国
産
、
ま
た
は
地
域
産
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
で
一
緒
に
品
質
の
良
い
肉
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
話
を
し
た
ほ
う
が
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

ま
た
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
を
機
に
、

新
た
な
経
営
ス
タ
イ
ル
も
提
案
さ
れ
た
。

耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
て
経
営
拡
大
を

し
、
繁
忙
期
の
異
な
る
畑
作
農
家
と
水
稲

作
農
家
が
、
作
業
分
担
を
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
い
う
例
で
あ
る
。

技
術
的
な
課
題
と
し
て
は
、
日
本
の
圃

場
や
農
道
に
合
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
コ
ン

バ
イ
ン
の
開
発
を
求
め
る
声
が
多
く
挙
が

っ
た
。
ま
た
、
ヘ
ッ
ダ
ー
の
強
度
を
高
め

て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
っ
た
。
麦
用
の
コ

ン
バ
イ
ン
の
ヘ
ッ
ダ
ー
を
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

用
の
ヘ
ッ
ダ
ー
に
変
え
る
、
ま
た
は
、
麦

用
の
ヘ
ッ
ダ
ー
に
部
品
を
加
え
て
ア
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
で
も
対
応
し
て
い
る
例
が
あ

る
と
い
う
情
報
も
報
告
さ
れ
た
。

ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
か
ら

は
、
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
で
試
験
、
商
品
改

良
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
テ
ス
ト
の
際
に
は

協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ

た
。本

誌
編
集
長
の
昆
は
、
最
後
に
次
の
よ

う
に
結
ん
だ
。「
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
、

み
ん
な
で
考
え
よ
う
。
こ
れ
に
取
り
組
む

の
は
、
全
体
の
１
％
の
人
た
ち
か
も
し
れ

な
い
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
、
日
本
の
農

業
を
変
え
て
い
く
と
思
う
」

モ
ロ
コ
シ
栽
培
に
は
最
も
有
効
な
方
法
だ

と
考
え
て
い
る
。

乾
田
直
播
の
機
械
体
系
と
事
例
を
挙

げ
、
乾
田
直
播
に
よ
る
２
年
３
作
の
輪
作

の
試
験
を
説
明
し
た
。
乾
田
直
播
で
は
、

畑
作
用
の
作
業
機
と
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
を

汎
用
す
る
。
例
と
し
て
プ
ラ
ウ
、
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
ロ
ー
ラ
ー
、
グ
レ
ン
ド
リ
ル
を
利

用
し
、
畑
作
用
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
を
用

い
る
大
規
模
経
営
向
け
の
高
速
技
術
体
系

を
示
し
た
。
こ
れ
は
水
田
で
の
畑
作
物
と

の
輪
作
に
適
し
た
排
水
性
が
良
い
土
壌
を

つ
く
る
技
術
体
系
で
も
あ
る
。

従
来
の
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
と
代
か
き
を
行

な
っ
て
い
る
圃
場
で
は
、
耕
深
が
12
～
13

㎝
で
、
耕
盤
層
が
あ
り
、
大
型
ト
ラ
ク
タ

ー
の
影
響
で
圧
密
層
が
で
き
て
い
る
た

め
、
コ
メ
は
と
れ
て
も
小
麦
や
大
豆
の
収

量
は
伸
び
な
い
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
ウ
耕
・

鎮
圧
体
系
で
25
㎝
程
度
掘
り
起
こ
し
て
無

耕
盤
に
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
鎮
圧
を
す

れ
ば
輪
作
稲
作
に
適
し
た
圃
場
と
な
る
と

い
う
。
秋
田
県
の
大
潟
村
は
極
め
て
排
水

の
悪
い
重
粘
土
質
土
壌
の
軟
弱
地
盤
だ

が
、
乾
田
直
播
が
成
功
し
て
お
り
、
乾
田

直
播
の
不
適
地
と
さ
れ
る
エ
リ
ア
で
も
基

盤
改
良
と
輪
作
に
よ
り
可
能
に
な
っ
た
事

例
を
示
し
た
。

乾
田
直
播
に
つ
い
て
、
苗
立
ち
率
、
適

性
の
あ
る
新
品
種
、
生
産
コ
ス
ト
に
も
自

信
が
あ
る
。
盛
川
農
場
で
２
０
０
７
年
か

ら
５
年
間
の
試
験
を
行
な
っ
た
結
果
、
苗

立
ち
率
は
平
均
で
73
％
、
砕
土
率
70
％
以

上
で
あ
れ
ば
苗
立
ち
率
60
％
以
上
を
確
保

で
き
た
。
品
種
の
選
択
は
経
営
判
断
に
も

よ
る
が
、
同
農
場
で
の
適
性
品
種
は
、「
萌

え
み
の
り
」
で
あ
る
。「
ひ
と
め
ぼ
れ
」

よ
り
収
量
を
確
保
で
き
、
約
６
０
０
㎏
／

10
ａ
の
収
穫
だ
っ
た
。
ま
た
、
生
産
コ
ス

ト
に
つ
い
て
は
、
盛
川
農
場
の
場
合
、
６

７
０
０
円
弱
／
10
ａ
で
、
こ
れ
は
、
東
北

の
平
均
コ
ス
ト
の
57
％
に
相
当
す
る
。

将
来
は
日
本
全
体
に
も
応
用
で
き
る
区

画
整
備
の
考
え
方
と
し
て
、
津
波
で
被
災

し
た
仙
台
平
野
の
例
を
示
し
た
。
１
ha
の

区
画
を
合
筆
し
て
２
～
３
ha
に
拡
大
し
て

講演・検討会の会場内の様子。北海道から鳥取まで、遠方から
も参加者が駆けつけた

乾
田
直
播
や
２
年
３
作
の
輪
作
体
系
に

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
応
用
で
き
る
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今
年
の
取
り
組
み
の
事
例
と

技
術
的
・
経
営
的
な
課
題

第１回：水田での子実トウモロコシ生産に関する検討会
水田農業イノベーション研究会2014
シリーズ 水田農業イノベーション
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